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真珠養殖経営の設計法

浦 域 エa:
Eヨ

(三重大学)

序論

真珠養殖経営にとって経営者が処玉虫しなければならない一番大きな問題は宴

珠サイズ別の年間作業計画をどう立てるかという問題であろうと思います。こ

の作業計画にもとづいて [i]:貝・核の買付計画、技術員作業員の配置計画、漁場

の利用計画、貝の輸送計画、浜揚計画、資金繰り計画など一連の計画をもつこ

とが可能となります。経営の設計というと以上のすべての計画が包括されるわ

けですが、作業計画さへ出来あがればあとは自動的に作られることが出来るの

であって、作業計画こそ経営設計の核心をなすものであるといえます。そこで

本稿では真珠ナイズ別の年間作業計画の立てかたを中心とした経営設計法につ

いての私案を述べます。もとより以下の仕方はあくまで私の私案であって、

成されたものでもありませんし、吏にこれしが唯一の方法でもありません。併し

従米この計画は経営者の「勘」又は「胸算用」でたてられていたのですが、ヰム

のやり方は理詰めの方法であり、この理詰めの方法が経営者の設計i"こすこしで

も参考になれば幸いだと思うのみです。また私のやり方でひとつ班詰めの設計

「案」をたててみょうかと息われる方があれば如何なる経営でも協力を惜しむ

ものではありませんO 設計方法もまた実際の経験をつむことによって漸次完成

されていくものなのであります。

設計は次の四段階の操作をへてたてられします。付標準的生産工程の策定、

仁)標準的生産工程の組合わせによる作業計画 l渠 2案の策定、日危険回避を臨

した1案2案の再評価と作業計画最終案の策定、凶作業計画に基ずく関連計画

の策定。以下逐次これらの策定法を述べていきますが、これを一般的抽象的に

述べていったのではうまく理解していただけないのではないかと思います。そ

こでここでは仮空の一つの経営をモデノレに仕立ててこの経営者を主人公として

例示的に話を進めていくことにします。彼の経営の型枠は次の如くであります。

墓 地…・三重県英ご湾内のAの地区

i魚、 場・・…基地周辺地区 20台(墓地筏を除く)、鳥羽市内B地区 30台
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このほか避寒漁場五ヶ所湾内C地区

従業員……常時就業者、技術員 2名(うちl名は細厘施術が出来る)海事員2

ぞi 計4名 うち 2名は家族

資 本一…繰越資産をもちうる能力、最大限 200万円

経営者の経営……今迄中小サイズのものばかりやってきて、 7m盟以上のものはー

E芝手さと出して失敗した経験があるのみ。併しi待流の動きをみて矢り

張り大玉も入れていかなければiならないのではないかと思ってい
v 
Q 。

以下私は勝苧ーに創作した仮定の数字でものをいっていきますが、この数字に

は何の根拠もありません。夜、が申とげているのは設計された内容ではなく「方

で、島りま-9"から、この点E見免卒のないようにして一下さい。

第一範 標準的生産工翠の策定と整理

まず珠ナイズ2)1]、押核l侍NJ別の標準的生産工程を策定する。ここに「標準的J
という け、二つの意味がもたせてある。そのーはその工程(母貝の調達、

、仕上げ、浜掲げ、送、;支の設営を

して吟味されてあり、彼の能力の範囲

内ではもっとも良い成結をあげる工程であるということです。そのごはその工

程は実際にやってみて充分にやっていきうるところの無理のない工程であると

いうことです。実際l亡やっていくと海況やポリキーターの発生などが必ずしも

りのものでなく、従つてはじめ考へていた工程はその通り実行すること

は出来ず、実情に叫jした処買をなしていかなければなりまぜんO 併しその実情

に応じ?と処置がここでいう標準的生産工程の周辺を前後することになるような

のであります。標準的生産工程の設計はそれし自体一

つの大きな課題.cあり、このためには「工程分析」を必要としますが、ここで

は割愛します。ここではともかく上記の意味での「様準的」生産工程が珠サイ

ズ別、持核l時期別に策定されたというところから出発します。第 1表は我々が

例示している彼の経営で検討され、精練された珠ナイズ別挿核時期別の標準的

生産工程を以下の設計に必要な限りで示したものであります。彼の場合、 2-3

棚ナイズの珠を生産する方法に PlP2 P3の三通りがあり、 4-5mmナイズの珠

さと生産する方法にP4P5P6の三通りがあり、 5-6棚サイズの珠を生産する方

法にP7PSの二週りがあり、 7閥解ナイズの珠を生産する方法に PgPl0の二通

りがあり、 8mmナイズの珠の生産方法が Pll、9棚ナイズの味の生産方法が P12
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で、結局12種の生産工程があります。表はみていただけばおすっかりかと思いま

すが、一応説明しますと、例えば Plという一番上に書いてある工程言とみて下

さい。これは2~3棚ナイズの務長を作るのですが、施術年の5月の初に140掛の春

貝を1万3千民買い貝掃除をしたらすぐ卵抜きにかかりどんどん手術をしていき

ます。手術は6月から7月へかけて1万貝行ないます、 1万只1単位の千札ずには6~

8 fr百の核を入れるとして延50日の技術買の労働が見込んであります。 F:):只の飼

育から仕立、それに1'IJ出をする漁場は英ご湾内の Ai!君、均一でこのため1.5台の筏

が当てられています。 沖出が完了したら貝はすく¥鳥羽のB漁場へ輸送され、こ

こで12月の浜揚に至るまで 2台の筏で飼育され、この間 2日の貝掃除を行ない

ます。浜揚は9千貝が見込まれていますが、これより 450匁の商品真珠 (7~8剖

が商品冥珠であるとして)が期待されています。併し巻かせる期間が短いので、

単価の点ではそれ程多くはのぞまれていません。というふうで以下同様です。

経官者ーはほかならぬ経済的利益を追求しているのでありますから、上述の標

準的生産工程は経済収支の形です主玉虫され呈示されなければなりません。第2表

がこれであります。これについては若干の注意が必定ーであります。

1.売上予想 第 1表で示したが如き生産工程を善良に管理していくならば大き

い異常状態、の発生なき限り期待してよい商品主務ki兵揚患に、その;立珠を販

売したときこれもまた兵常な相場でない限り期待してよい手取り単佃j~掛

けたものです。ここに善良な管玉虫というのは標準を堅く忠実に実行すると

いうのではなく、標準な尊重しながら状況に応じた適正な処置をなしてい

くということです。

2.経 安ここでは経営の型枠(漁場、 、資金)はすでに

きまっており、その中での操業、即わち作業計画をどのようにおjむかを問

題にしています。ですから漁場料(避寒料を除く入 出定資庄の減価償却

、修繕費、常傭従業員の賃銀、金利はすでに与へられたものでありま

す。また石氏、コーjレタール、子袋、出刃などの消耗品や旅費、保険料、

交際費などの出費は作業計画をどう組もうとも大差はないと考へます。そ

こでこれらの経費は共通費としてのこしておを、ここでは作業計画の如何

によって異なってくる経費だけを計上します。ということになると

費、核費、臨時労務費、運送料、避寒料が、経101J:の内容を構成します。

時労務費は大部分貝掃除人夫の労賃でありますが、貝掃除も全部家族又は

常偽=用員でやっているときは計上する必要がありません。 4割をそうし、

6割を臨時人夫でやっているという経営の場合は、貝掃除必要労働1=1数の

6部分について労務費を計上します。我々が例示している彼の経営の場合
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貝掃除作業の約%が家族又は常傭従業員でやられしており、他の%を臨時人

犬に依存しています。第2表の雇入延日数と第 1表の貝掃除用員の日数と

を比較してみて下さい。

第ニ節 作業計画 1案 2案の策定

さて次は上記の珠ナイズ別挿核時期別の標準的生産工程をどのように組合わ

せ、重みをもたせ、もっとも利益のあがる作業計画を策定するかです。さきの

第一2表で施術1万貝当りの差引利益をみてみると P118棚が 49万2千円でもっ

とも大ではありますが、この工程の飼育全期間は第 1表にありますように大体

満 3ヶ年を要L、P12-3mm(1)やP32-3棚(3)ならば 2回転以上します。また

2-3mmの工程はこう考へると割がよいようですが、 2-3酬を手術出来る技術員

はこの経営には l人しかいず、更に1人1日の標準手術能力は 200個しか出来ま

せんO また越物や 3年ものを多くしすぎると資金的な限界につき当って資金繰

りがむづかしくなったり、又は失敗事故が命取りになる危険が出てきます。ま

た7m目以上の珠の生産は今迄成功しておらず、経験にも之しく、慎重派の妻は

止めろというし、積極派の息子は利益があがるならやろうといっています。こ

のように経営者はいろいろな壁とし、いますか、制限にぶつつかります。そして

彼はこれら様々な制限の中でいろいろやり繰りをなしでもっとも利益のあがる

作業計画を見つけ出さなければならないのです。ここで例示している経営の制

限を整理してみます。

1.客観的制限英ご湾内のA漁場筏20台、鳥羽市内の8漁場筏30台

従業員のうち挿核工2名、この年間施術稼動日数 1人200日

上記2名のうち 1名のみ 3棚以下の施術が可能

母貝、施術貝を繰越資産としてもちうる許容限度300万円以内

2.主観的制限 7棚以上はやるべきでないという意見とやってもよいという

見が分裂している。

各工程がこれら制限を喰う程度を表示すれば第 3表の如くになります。

問題はれから P12までの各工程をそれぞれ何単位(施術数にして何万貝)づ

っ稼動させるならば、この経営は制限の枠内で最大の利益をあげうると期待出

米るかという問題になります。この場合 9棚サイズの珠の生産は明らかに不利

なことが今迄のデータから明白ですから p12は除くとし、 7mm以主に不可又は

可とする意見の結着はここではまだっけずにおいて前者の立場よりするものを

第 1菜、後者の立場よりするものを第2案としてそれぞれの回答をまず求め

ます。
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第 1表珠サイズ別、挿核|時期別の工穏一覧(施術 l万貝単位)

1M 術一翌
48  12 4 8 12 4 

|作業日程 (Ql口翻ム口己・

|貝数ClOOOJ'!) 13 10 9 
P 1 2-3mm(1) 1漁 場 名 A B 

|筏占有台数 (合) 1.52.0 
1施 術 府 民 ( 日 ) 50 

|作業日程 (Ql…口口一周ム…・ム口口・ Pz P" 

Pz 2-3帆 2)I貝 数( 10刀貝)! 13 10 I 9 7 I 母只掛数 140掛 130掛
j漁 場 名 A Alc  B BI 挿核数 6-8{ii':13-4 fl封
|筏占有台数(台) 1. 5 1. 5 I 1. 0 1. 5 1. 5 1 貝掃除用負 60日 67日

P 4 4-5mm(1)! ._，.w  m ~ (2-3mm (日)1 50 1 間品真珠見込量 350匁 70C匁
|施術用負< ~ ~: ;;::: 1 ~~ 
IN~""'~~~ ¥、)|羽|

!作業日程 0口ム・H ・-ム・口ム口口・ PS P， 
P s 2-3mm(3) i貝数 (10∞貝) 14 10 8.，5母貝掛数 140掛 130J'i'r

! 漁場名 A C A BI 11照 核 数 6-8{間 3-4間
j筏占有台数 (-f:;') 1.5 1.0 1.5 2.0 I 貝掃除用員 608 67日

P5 4-5酬 2)! N.""m = ( 2-3世間(日)i 50 商品真珠見込登 40C匁 800匁i施術用負く a i l i 14-5間 (B)! 25 

|作業日程 (Ql口…回口ム1・…ム口口・ PS P7 

P 6 4-5mm(3) I貝 数 ( 10∞貝) 1 13 10 91 8 6. 5 1 母 貝 掛 数 日O掛 120-
!漁場名 A A I C B B ! 110掛
j筏占有台数(台) 1. 5 2.0 I 1.0 1.5 1.5 I 待 核 数 3-41悶 2-3悶

Pl ト 例1)I ..."--m ~ ( 4-5mm (日)1 30 貝掃除用負 67日 75日

;施術用員 i5-6~~ e日)I 25 ¥ 5-6mm (B) I 25 i商品真珠見込翠: 600匁 750匁

作業日程 C口ムl・h ・-…ム口橿ム口口ム…ム口口口・

P 8 5-6mm(2) 1貝数(1000貝) 14 10 E¥5 7. 5 6 I 母貝掛数
漁 場名 A IC  A BIC  B BI  

筏占有台数(台) 1. 5 I 1. 0 1. 5 2. 0 ! 1. 0 1. 5 1. 5 I 挿 核 数

7剤師(1)Iι'-:1，-:"，悶 r5-6mm (日) 1 ぉ 貝掃除用負

μ U山川門¥ 7間関(臼)I 25 I I 商品真珠見込量

作業日程 (Ql口・口ムト・……ムロ口口ム……ム口口・!

PlO 7酬2)1貝 数(l∞0貝) 1 13 10 91 8. 5 7. 51 6. 5 5. 5 I母貝掛数

漁 場名 A A lc  B Blc  B BI  挿核数

筏占有台数(台) 1. 5 2. 0 1 1. 0 2. 0 2_ 0 1 1. 0 1. 5 1. 5 1貝掃除用員

8鰍 l施術用員(;zii;l z l l |商品真珠見込量

i作業日程 I (Ql口盟ム口口ム…-・ムロ口口ム…-・…ム口C口・母貝掛数

(貝数ClOoo貝) 13 10 8.51 7. 5 6.01 5.5 4.5i掃核数

9mm 漁 場名 A Blc  B Bic  B BI貝掃除用員

|筏市有台数 (台) 1. 5 2. 0 I 1. 0 2. 0 2. 0 I 1. 0 1. 5 1. 5 I商品真珠見込量

|施術用員(白) 25 

年|翌々年

8 12 4 8 12 
I E吉良 持数 140掛
|掃核数 6-8i問
|貝掃除用員 45日

;商品真珠見込蚤: 450匁

'!iI市 てF主

。叶υP
 

PS PS 

120-110掛
100:J'卦

2-31国 1-2飼
105日 105日

650匁 800:Y1.

Pll 

PlO Pll 

100掛80-90掛
1-2個 1筒
127日 127日

7∞匁.700匁

P12 

70-80掛
1個

150日

500匁

0・・・・fま貝購入 園・...施術 .•. 漁場 己…・・・貝掃除 ム…-貝の輸送
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私のいっていることがぴんとこない人のために問題を数式で表わすと例えば

1案の場合なら次の通りです。

Pj Pz P3 P4 P5 Pe P7 PS 

248Xl +273Xz +268X3 +140X4 +130X5十160Xs+199X7十253X8=y ….." (1) 

1.5Xl +1.5Xz +1.5X3 +1.5X4 +1.5X5 +1.5Xs +1.5X7 +1.5X8 :S;20 

1.5Xz +1.0X3 +1.5X'1 +1.0X5 +2.0Xs +2.0X，/ +1.0X8三五20

2.0Xl十1.5X2+2.0X3 +1.5X4 +2.0X5 +1.5Xs +1.5Xj +3.5X8 $30 

50Xl +50X3 +30X5 +25X8 三三200

50Xz +30X4 十30Xs 十25X7 $200 

50Xj +50X3 ;;三100

50Xz 三五100 I 

1日Xz+叩X3 +150X4 +1∞X5 +170Xs +200X7 +230X8 :S;3，∞0/ 

-・・(2)

Xj……・-………………Xg?O ・.... …......・H ・…..........…・・・・・ ・・………・・……(3)

上式において(2)(3)の条件をみたしながら式(1)のYを最大ならしめるにはX，
X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8にそれぞれどんな数値を与えればよろしいかという

問題であります。

要するにこの問題を解けばよいわけです。ではこの問題はどのようにして解

けるかということになります。もっとも原始的なときかたは試算法です。これ
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vi第 3去のような去の沖を作って主と消ゴムをもって各工程の稼勤lえをいろ

いろおいてみ、制限をみたすいろいろの容を作り、その中から

るものを選び出すというやり方です。これは尚や胸算用よりはすぐれたときか

たですが、尚最大の利益をあげる計画には相当の距院があります。試みに披の

1案の方てど試算法で作ってみましょう o 4表をみて下さい。これによ

れば大約240~250万円程度の利益が期待されますが、他にもいろいろやってみ

ても大体似たりょったりの利益を生む校皮の計画がえられます。もっとも利益

240~250万円といっても、これから前市に中しとげました共通費女差引かねば

なりません。この経営の場合共通貨'は[Jlil定資産減価償却fl針討を40万円、常傭従

賃金50万円、 j満足品及こに ;lT雑貨、 20万円、治、はが[-20万円、金利i，~20万円、

合計150万円と概算されました。従って法営者の手取りの所得は90~100}ゴ円位

ということになります。これでは伎は今迄自分がやってきた作業計画や所得と

ないという程的で甚だ不満であります。 日く、 「こんなのだったら何も

コシナノレタントの先生にたのむことはなかった」と。

第 H受試算~i"去による作業計図の設計 C7mlll以上はやらない均壬。

区

P 2 2~3mm(2): 

i p 3 2-3mm(3) i 

I P4 4-5mm(1)! 

P 5 4-5mll:(2) 

p ， 5~6mnè(l) 

P8 5-6mm(2) 

P2 2-3mlll(2) 

P3 2-3mm(3) 

P'l 4-5沼田(1)

P5 4-5mm(2) 

P7 5-6mm(1) 

P8 5-6mm(2) 

計

経営者所得=利益(240-2日万円) 共通費(150万円)=90-100万円

そこで試算法よりすぐれた設計法がないかということになります。幸にして

現代数学の事ともいわれるべき斑論をもってする方法があります。抽象代数学
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に属する凸集合の理論を用いるわけです。この内容をここで中し hげてもわか

っていただけないと思いますので述べませんが、主主;命はともかく計算

「線型計画法J又は「単体表去jなどの名のもとに整王さされていまして面白j

ではあるが街単なものです。大都市の 1B1VIとかレミントンとかの計算誇負会

ネ上にあるような高性能の;主子計~[械ならば「あっj という間に昨いてしまいま

す。勿論卓上手廻計拝械でも時間さへかければ出来ます。ともかくこの

間法によるならば経営に与へられた制限の枠内では

る所のff二業計画がえられます0245

Lたものであります。ち{S4 去のお，果とどう i~ うか一つ比

してみて下さい。 2~3 という工程を 1 万貝分、という

1万 7千員分、 5~6mm(1) という工程を6万1二「・貝、 5~6mm( 2) という工程を4万5千貝

年々作業していくのであります。 4~5mm というサイズはこの経営ではやるべき

でないということにたっています。この!場合の期待利益付、300~310万円で、こ

れより共通告150々"pjを去引いた住UP省所得は150~1607j円となりまフ o

法では 90-100万円、筏 l台当りにして 2fj円足らずの儲けしかなかったの

が、単体表j~引とでは150~160万円、筏 1 合当りにして 3 万円余の儲けとなりま

す。答えをみて何だそんなことか、そんな答えたら試立法でもあれこれやって

いるうちに見i寸け出せた答だといわれるかも知れません。ひらめきに;三んだ才

る人今ならばそうかもカIれません。併しこれは「ゴロンブスの卵」でありま

す。

第5表単体表向?法による作業計闘の設計 (7mm以…H主やらない埼合)

区

2~3nun(1) 「11「]115110 問。町 150凹PS 2-3m;;;(3) 11. 7.1 456，000 I 2.6[ 1. 71 3・l850185;oi153，m 
P4 4~5州D ~ 0 I ~ a ~ a 0 a ~ 0 
Po 4~刷乙) 01 0 0loi o(0 0 0(o 。
P6 日間前)i 0: 0 I 01 o! oi 0' 0 0' 01 0 
P7 

刊 i 4. 51 1，130，000! 6.7! 4. 5!15. 8! 112; 0 Oi PS 勾)，0∞6・ブ 4.5115.8 勾，∞o 

fit 

経営者所得=利益(3，069，000)一共通費(1，500， 000) = 1， 569， 00。
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2案の方、即ち 7mmサイズ以上の大珠でも利益があるならやろうという立場

に立った作業計画案の場合も同様であります。これも単体表法で設計すれば

第 6 表の如くなります。これによると 2~3mm ， 2) という工程を 8 千貝分、 2~3mm

(3) という工程を 2 万貝分、 5~6mm(1) という工程を5万8千貝分、 5~6前日 (2) という

工程をl万8千貝分、 7mm(l)という工程を2万2千貝分、 7mm(2)という工程を 6千

貝分、年々作業していくのがもっとも利益を応げる作業計画案だということに

なります。この場合の期待利益l才、343万円、夫通費150万円を差引いた経営者所

得は193万円でありますc

第B表単体表解法による作業計画の設計 C7m7n以上もやってよい場合)
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今迄のところで誤解され易く、また誤解されてはならない点を若干書き加え

ておきます。上記の作業計画はあくまで (A)生産の技術工程は第 1表に示し

たような工程である。 (B)真珠の価格やほ貝価格、核価格、貝措除人犬賃

金、運送費は第 2表!こ示したような高さにある。 (C)経営の型枠構造は制限

として本節のはじめに示した如きもので、為る。という三点の前提の下における

作業計画であります。この前提の下では利益を最大ならしめる計画なのであり

ます。 併しこれら三点のいづれかが異ってくれば当然利益最大の計画も異なっ

てます。ですからある経営の場合について得られた作業計画を無批判jに条件の

違う白分の経営にあてはめてはいけません。また相場に対する見通しが今や通
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月しない過去のデーターで作られたものをそのまま使うということもなしては

なりませし。特に経営の型枠構造が変われば作業計画も異なるという点は重要

な配意点でありまして、労働に対して漁場や資金の割合が多く、比較的ゆった

りした経営ではサイズの大きい珠の生産を多くやる作業計画が出てきますし、

逆に労働は豊富なのに漁場や資金が之しいという経営は小ナイズの珠の生産に

重心をおいた作業計画が出てきます。

第 3節 危険回避を覇蔵した 1葉 2案の再評価と最終案の策定

前節では 7肌以上のサイズの珠は生産すべきでないという意見(1案)と 7mm 

以上のサイズの珠も生産してよいという意見(2案)の結荒は未だっけられて

いませんO 今や双方の意見をよく聞いて決裁を与えねばならない時期にさまし

た。この決裁もまた理論的に下したいというわけです。 l案を主張している慎

重派の妻の言い分にももっともな点があります。たしかに大珠には経験、自信

に之しいし、やり損った時の損害が大きい。 2案を主張している息子の言い分

も正しい。こわがってばかりいたのでは進歩がない。経験不足で下手な点は、

そのことを充分見込んで自分が大珠をやった場合の標準的生産工程を策定し、

自分にふさわしい利益を想定し、そのデーターで単体表を解いたのであるか

ら、すでに配慮の中に織りこんであり、従ってそれで、も大珠をこれだけやれと

いう答が出たのだから何も迷うことはないではないか。というわけです。 I石

橋をたたいて渡れ」と「虎穴に入らずんば虎児を得ず」の対立であります。

以上の議論を経済理論の光にあててみますとこれは不確実性・危険と利潤の

関係の問題であります。競争が激しく行なわれている経済の下では「利潤の涼

泉は不確実性や危険をおかし試みるという作用のうちにあるjのであって、安

全確実でなければならないというのは「私は薄い儲けで満足します」という言

葉を裏から言っているにすぎない。今次の 4通りの場合を二考へてみて下さい。

付)利潤大、危険小 (ロ)利潤大、危険大 付利潤小、危険大 (ニ)利潤小、危険

小。げ)はまことにうまい話でこんな話を人が見逃す筈はありませんO ですから

我も我もと人が始めるため結局(イ)は(ニ)に転化してしまいます。またい)はこんな

損な話はありません。ですから止める人が族出してきて、やり手が少なくなり

稀少価値が出てきて利潤が大となり、結局付は(ロ)に転化していきます。併し(ロ)

と(ニ)はどちらがよいかは理論的には何とも言へない。それは人生観の問題であ

り「太く短かく生きる」をよしとする人は(ロ)I細く長く生きる」をよしとする

人は(ニ)ということになります。併しそう割り切ってもおれないというのが人生

なので利潤の方を少し削っても危険を小ならしめる工夫がなされます。この工
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夫について経済学者が考案したものにご通りの仕方があります。第ーは保険又

は積立金であって、これは説明する迄もないでしょう。絶えず自己資本の充実

に力を注ぎながら、替うるに打つ手は大胆な手をうっという経営方針がこれで

あります。そのニは操業(作業)計画iを出来る限り「大な手Ij潤」と「小な危

険」を両立させるようにするのもやり方です。私が例示している経営の場合、

作業計画!の設計に資金(ほ貝・施術貝を繰越資産としてもつことが出来る最大

類として示されてある)を制限においていますから、 1案 2案共第一の仕方は

りこみずみということになります。のこされているのは第二の仕方で、

あり、 1案 2案をどう融合さぜて「大な手Ui同Jと「小さな危険」をどう両立さ

せるかの問題であります。これにはミニ・マックスの恕論という

さて 1菜と 2案とは不J市:性又は危険を冒すという点でどのように兵なるで‘あ

りましょうか。この検訟は今iSの価格変動の経験や技術に対する自信、又は異

常海況の発生の可能性などを配慮して起りうべき事態を想定L、その場合の所

ことによってなされます。この聞での私の研究は不充分であっ

て‘今後の研究課題としたいのでありますが、差J当つては次のように処理して

みます。実際の生産行為がなされたあと販売価格、歩留、品質などな綜合して

1よかったJiまずまずであったJi思かったjの三通りの評価がなされます。

そして例示している彼の経営の場合「よかったJと「悪かったjの幅が大サイ

ズの場合には非常に大であり、中小サイズの場合には比較的小なのでありま

す。起こりそうなケースが次の通りであったとしましょう。

I起ケり{うべきス イ τz ノ、 オて ノ¥ ト

7 加肱 良 不 良 a日t乙 主日な 不良 良 三E也ヨこ

5~3mm ゴ間世 良
不良良 l[ 普 会日会乙 不良 良

2~3mm 不良 全日立 金とtヨz 良 普 不良

そしてイからトまでの各ケースについてそのケースが起ったとき 1案又は 2

案を探用していたならばうるであろう経営者所得を推定してみます。仔uえば次

の如くであったとします。



1案はすべてが期待通りにはこんだ時で150万円、うまく行けば170万円、最

も裏目が出た場合には 100万円になります。ところが 2案をやった場合ですと

期待遇りに行った場合で190万円、うまく行けば220万円で 1案より文句なくす

ぐれていますが悪行きをすると40万円にしかなりません。 1案と 2案の不稲:実

性又は危険を冒す差はかくの如くであります。

以上のデーターをミニ・マックス理論にかけてみます。一方の側は経営者?と

る彼であり、他方の側は「運JI当り jといったものを支配しているところの

謂わば「天」とでも申しましょうか。前者をA、後者をB とします。 A~~出来

る限り多くの所得をえようとし、 Bはその心を不遥として出来る限り少ない所

得を与へょうと努めています。向者がお互に「戦略」をつくして掛引をなすわ

けです。 Aのうつ手はすでに示した 1案と 2案の二つであり、 Bのうつ手は、

刷、(ロ)、村、や)、(刻、村、(ト)の七通りの手であります。そして上に表示した起

りうべきケースに該当する 1案 2案それぞれの予想所得は双方のうつ乎に応じ

た「決済J額を示しています。例えばAが2案の手をうち、 Bがりの手をうっ

ときは150万円の決済が Bから Aに行なわれます。まずAがすべて期待通りを

行ったとするとき所得の大きい 2案の方の手をうっすことします。 Aの手のうち

を見抜いたBはそれなら同の手をうちます。 Bが(ホ)の子をうってくるのならと

Aは手を 1案に切り換え

ます。 Aが 1案に切り

たとなると Bも付の手に

切換へます。 Bが付の手

に変ったことを知るやA

は手を再び 2案に切り換

へねばなりません。ここ

で再びふり出しに民ーり、

向じことが繰り返される

ことになります。 2案→

制のケース 1案→(へ)のケ

ース→2案→刷のケース

→ 1案→(へ)のケースとい

う際限のない循環が繰り

返へきれます。問題にこ

の勝負をこんな循環ではなく決着をつけたいのです。そこである賢い人が考へ

ました。こんな循環になったのは双方が 1自に一通りの千4 しかうすこなし、からで

図解i去によるミニ・マヅクス点の発見
畏宮者所樺
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あってAは1案と 2案をBは(べと体)の場合をうまくまぜ合わせた手を使うなら

ばよいのではないかと。そして第 1図を作たました。図の下には 1案と 2案を

混合する割合の目盛があります。左端は 1案のみを実行する場合で以下右へ進

むにつれて 2 案のまぜ合わされる割合が増し、右端~'i 2案のみを実行する場合

であります。このように混合割合を変えて行くに応じて(イ)から(ト)までのケース

がもたらされたときの経営者所得がどう変っていくかを(イ)-(ゅの 7本の線で示

してあります。 2重線はこれらの線の束の最下端をたど、っていったものです。

いわば最悪の事態ばかりを追跡した線です。この線とにある P点は即わち最悪

の1+'の最善を、最低の中の最高を示しています。 p点はこの図では 1案を73%

2案を27%の割合で混合して作った作業計画案を示しています。 1案2案をこ

の割合で混合して実行するならば期待遇りに行ったときの所得では161万円で

あるが、(イ)から(卜)までのどんな場合が起っても 127万円所得を手にすることが

出来るという訳です。そしてこの案が積極性と慎重性を出来る限り両立させた

菜なのです。

以上をもって最終案をうることが出来ます。第 2nmで得られた 1案の内容に

O. 73を掛け2案の内容に0.27を掛ければよろしい。各工程の稼動量と期待利益

は次の如くとなります。

第7表作業計画最終案の期待利益

ヱ 程 期待経営者月11す

Pl 2-3mIlL(1) 。 。=利益(311万円)ー共通費(150万円)
P2 2-3mm(2) 0.95 260，000 =161万円
Pg 2-3mm(3) 1. 78 480，∞o 
P4 4-5mm(1) 。 。 所得

P5 4-5mm(2) 。 。
PS 4-5叩見(3) 。 。
P7 5-6mm(1) 6.02 1，210，000 (イ)

P8 5-6mm(2) 3. 77 870，000 (ロ) 不良 良 会臼主乙

PS 7mm(1) 0.60 220，000 け :主日乞 不良 良

PlO 7mm(2) 0.16 69，0∞ い) 普 三問車 さ田t 

Pll 8mm 。 。 (ホ) 不良 良 金回立

P12 9mm 。 。 付 良 不良 会田友

計 3，109，000 
m 令日也 良

この経営の母貝買付計画、漁場利用計画、施術計画、浜揚計画などは第7表

に第 1表に記されてあるデーターをあてはめていけば直ちに出来ます。例えば

次の如くです。
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I 母貝賀付計画

春貝 140掛のもの12，500倒

120~1l0掛 78 ， 000悩

100掛のもの 2，000伺

E 施術日程計画

貝 140掛のもの25，000偲

120~1l 0掛 52， 000個

100j卦のもの 8，5001回

4~5月 2~3mm 6~8ケ入 17，800貝

5月 7万m 1~2ケ入 6，00民

5~7 月 5~6mm 2~3ケ入 37，500貝

8~10月 5~ら棚 2~3ケ入印刷 200貝

9月 7 ml品

1~2ケ入 1， 600貝

1O~11 月 2~3叩

6~8ケ入 9.500貝

Ej兵掲計画

lHl 

2~3min越もの 6， 700貝

5~6mm グ 40， 000貝

7 mm 3 i:j三もの1， 000貝

12~1 月

2~3即日当年もの

14，200貝

5~6mln越もの22， 500貝

7棚越もの 3，600貝

N 漁場利用計画

このほか資材質付計

画、従業員配置計前、

貝輸送計画、資金繰り

計画も引き出すことが

出来ます。

第 2図漁場利 用計図図

英藤湾内
A漁場

4-7月 筏数

。古

10台

20台

整成仕上げ

=今 移動の方自在示す
均一一均

30台

車、が申上げているのは設計された内容ではなくして設計の方法であることを

重ねて附記しておきます。

参考書 Allen，R.G.D. Mathematical Economics. 1956 

円
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J
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真 珠養 殖漁場の老化につ い て

特に基地筏周辺の底質の悪化とその対策

j軍: 田 保 夫

(悶立真珠研究所)

~~珠養殖が行なわれてからすでに60年以上になります。この間多くの人達の

研究と努力によって養植技術は非常に進歩してきました。特に第 2次大戦後の

業界の仲展はめざましいものがあり、年間 170積以上の外貨を獲得するに至り

ましたが、その反面、最近では年々に翼政、の品質が低下するという因った問題

が起こっています。この原因として考えられるものは、美子連技術の面にもいろ

いろと問題点があるでしょうが、特に大きなものとしては、漁場の密績や老化

に起因する漁場の環境問題と、寄生虫による被害でありましょう。すでに宿殖

や寄A生虫の問題については、研究会や会報でいろいろと論議されておりますの

で、今回は潟、坊の老化問題について検討してみたいと思います。字に我々は現

在漁場の老化について研究しており、昨年度はこの研究の一環として器地筏の

周囲の海底を観測してきましたので、その結果を業界の皆様に何か役に立てば

と思って報告します。

研究の方法と研究項自の意義

としてとりあげたのは英庶汚のや~I知市と立神浦および:J:I:: j陵地点の多徳

島ですo NI明浦では S，1，0の三地点をとりました。 S，1はいずれも賢出で、

SIi:賢烏の西南端、 H土それより東側、 Oは村1明浦の中程です。この三地点Ic土

皆水深が3~4m という くの恭地筏で、筏の直下とその 5mぐらい外側の底

質の比較をしてみました。立神iliJと多徳島については順次あとで説明すること

にします。このようにして選んだ地点の海底の泥はなるべく白然のままに近い

状態で採取するためにナワマン採泥器というものを用いて直控約18mmのプラス

チックの筒を海底に突き刺し、海底からlOcm前後の深さの泥を採取して分析し

ました。

分析は多くの項目について行ないましたが、そのなかでも底質の悪化してい

る状態セよく示しているものに有機炭素量、過マンガン酸カリ消費量、硫化物
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:冨;があります。海底に貝の誹1Uk物や貝の附活物の残酷あるいは陵から流れ込む

汚物等が蓄積されていきますと、海J~は次第に右機物が増加してきまするちな

みに、一台の筏に5.000貝垂下して8ヶ月間養殖したとすると、その下に落下す

る貝のお物量は乾燥重量にして約38kgにも達L、その約30%が有機物です。

この量を示す尺度が有機炭京皇;です。有機物が海底に蓄積されてくると、底質

中にあるパクテリヤが活発に働きだし

てこのオi機物な消化し分解していきま

す。 過マシガン酸カリ消費量はこの分

ものと考えてよい

でしょう。 まずこノミクテリヤによる

物の分の結果発生し

海底の成分と結合して硫化物ので存

します。それで、これらむ

すると海底のjJ主化の

められるのです。

よくプこし;うh

筏の内外における底質の

分析結果と考察

方 1図筏の内外における底究の

有機炭素景
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2

1

 

雌
刷
機
お
総
舵

hg桂
月
食
訴

5 7月
7月7臼 14-15日 8;] 56 

しています。 S，0， 1のいずれも筏の内側では
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のが忍められます。その去は

ど‘;l1，も 1%ぐらいですが、比

較地点の多徳島(水深約1571'1-)

と老化漁場といわれている立

(水探約 677'1-)の

ると、

いかに筏のIT[ドが汚れている

かがわかります。また、 S地

点の有機炭素量が他にくらべ

て多いのは、立神;市やその他

の地点にくらべて底質が特に

思くなっているというのでな

く、観j別日が他の地点よりず



っと早やかったために、パクテリヤによる分解が進んでいなかったためと忠わ

れますも多分他の地点(多徳島を除く)でも、 S地点と同時期に観測すればも

っと高い値を示したでしょう。とにかく基地筏の直下では、老化漁場といわれ

る立神浦最奥部と同じくらいに海底が悪化しています。

第2図は筏内外の過マンガン酸カリ消費量を示しています。やはり、基地筏

の直下や潤聞の海底は非常に悪化しているのが認められます。このような状態

が続くと海底では活発にパクテリヤが働き、どんどん有機物を分j詳しながら副

産物として海底に硫化物を蓄積していきます。その様子は第 3図をみると明白

です。 S，I共に筏の直下では硫化物

量が多く認められ立神浦のものとそれ

程大差はありませんが (Sは前に述べ

たように観測時期が早かったのでその

後増加したと考えられる)、筏から少し

離れると多徳、島の底質とほとんど硫化

物量は変りありません。このような硫

化物量は変りありません。このような

硫化物の多い筏の直下では、底質の硫

化物が盛んに底質近くの海水中のj容存

と化合していき、どんどん海水中

の溶存酸素が減少します。この時期に

は水温の上昇や降雨による比重の位下

等で上層水と底層水との間に陸!告が発

達し上下の海水の治合がほとんどなく

なり、底思水の酸京は上層から補給さ

れずに消費一方になり、筏付近の環境

水が非常に思くなるのです。総端な場

合には海水の溶存酸素は全部消費され

て遂に硫化水素が海水中に現われ、生

物を窒息死させます。

立神浦の最奥部では第 3図に示したように非常に多くの硫化物が底質に含ま

れています。このあたりは海水の動きが非常に少ないので上下水の混合がない

上に水平の移動が少ないために往々爆発的な硫化水素発生による立神型異常艶

死が起こるのです。

Sや I地点ではこれとよく似た状態にありながら艶死が起こりにくいのは、
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水深が浅いので作業船の往来などの人為的な海水の捜持があって、底陪への酸

素の補給があったためと考えられます。

以上のように漁場は使用するにつれて、陸主における畑や水田の老化と同じ

ような現象が起こります。特に水深の浅い海水の交流のよくないj段、場や作業場

における基地筏の近くでは、底質悪化の影響がすぐに上層部の貝の垂下層にお

よびやすいという危険性があります。

それでは、このような漁場の底質はどうしたら改善できるかという問題に

き当ります。 波法といった大規模の工事で海底の泥を取り去り、これを陸地か

あるいは外海に運んで捨てるということも一つの方法です。しかしこれに

大な費用がかかり、とうてい個人や組合とかの単位ではできないことでありま

すし、また実際に淡深を行なうにしても、どのくらいの深さまで泥を取り去っ

たらよいかということも考えねばならないことです。これに関連して我々は立

神浦の最奥部で、前に述べたような方法で採泥し、その泥を上層の黒い泥とや

や青みがかった下層部の泥とに分析してみました。立神浦の最奥音liは、第1、2、

3図で底質が他の諸地点にくらべて非常に悪化していることが明瞭ですが、採

泥して上下層に分離してみますと、黒くなった上層部の泥は2~3cm、非常に底

質が恵くなっても 4cmぐらいです。その分析結果を棒グラフで示すと第4図の

ようになります。

この図では、有機炭素量や過

マンガシ酸カリ消費量の多いの

は上層部の泥で、下層部は低い

値を示しています。!持に硫化水

素と密接な関係のある底質の硫

化物量は、上層部の泥が下陪音r;
の2倍にも達しています。この

図はただ一回きりの結果しか示

していませんが、同じ地点で継

続的に観測してその変化の様子

をみると、多少の季節的な増減

はあるが、その差はあまり変っ

ていません。つまり、第 4図の

関係が何時も成立するというこ

とであり、漁場の底質は底より

僅か3~4cmのところが非常に悪
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くなりやすいことがわかります。だから、漁場の改善のために大規模な淡深を

行なう時には、必要以上の深さまで泥を取り去ることになりがちですので、実

施に当つては充分にその経済効果の面を検討すべきです。また、淡深とよく似

た方法ですが、割合!こ簡単に実施できるものに、マンガを作業船にとりつけて

冬季の筏のない時期に漁場内をひきまわすという方法があります。この方法は

英虞湾では冬季のナマコ漁で副産物的に行なわれる地域もありますが、また、

漁場の改善を目的として計画的に行なっているところもみられます。第 5図

r-J:、マンガをひいた漁場とそうでない漁場の器質が、夏季にどのくらいの差が

あったかを示したものです。この図の

両地点はがJ500mぐらいしか離れてい

ないので、比較するのに都合がよかっ

たわけですが、両者の去をみますと、

有機物では乾燥泥 1タ当り約10仰の差

が認められ、マンガをひいた漁場の方

がよいことを示しています。過マンガ

駿カリ消費量でも明らかに差が認めら

れます。さらに、底質中の硫化物量で

は、マシガをひかなかった地域では約

2{ぎにも達しています。この図は、今

年 5月からずっと実施している研究の

ー結果ですが、 7月上旬に英!葉湾の鵜

方浦で立神型の艶3'1:が発生したときの

立神浦でも極度に底質が悪くなり、海

水中の貧酸素層が底層から 3れぐらい

上までにおよび、葉珠養殖にとって非

常に危険な状態になっていました。こ

のように底質が悪くなった時期でもマ

ンガをひいた漁場の底質中の硫化物は、マンガをひかなかった漁場の約1Mると

いう良好な様子を示していました。だから、冬季に漁場内をマンガでひきまわ

したりあるいは何らかの方法で海底を撹伴することは効果があるわけです。こ

れは、海底のごく上層部が捜持され、まいーとった泥が海水中の溶存酸素に接触

して酸化されるためでしょう。しかし、底質は前に述べたように表層近くが特

に思くなりやすいので、この方法では持続効果は期待できませんし、またその

実施の規模などについてはまだまだ多くの問題点が残っています。

真珠漁場の底質の耕怒効果

(立神立石涌昭40.8.11)

マンガをひかなかったところ

マンガをひいたところ

キ5図
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この他に鼠質の改良法としては、鉄分に富んだものたとえば赤土などを撤く

方法がありますが、これは大規模に行なった場合には効果があるでしょう。実

際に、作業基地を拡大するために山を切り聞いて工事を行なったときに、出て

きた赤土が基地筏付近に落ち込んだその年は周辺の生産性が良かったという話

も聞いています。

また、海鹿にパイプを設寵して空気を送り海水中の溶存酸素を増加させよう

としているところもあると聞いています。この方法も、やり方を上手にすれば

効果が期待できるのではないでしょうか。

非常に抽象的なことばかりを書きましたが、我々も現在研究に努めています

ので、近いうちに何らかの結論を出すつもりです。冬期jは避寒漁場以外は筏が

ない時ですので、非常に環境条件の悪くなっている基地筏の下でも掃除して次

の養殖時期に備えてほしいものです。

、i品勺
ム



鵜 方浦を中心とした

異常へい死漁場の状況について

関 政 夫

(三重県水産試験場)

7月突j女湾鵜方浦を中心として湾奥全般に硫化水素の発生がみられたの

で、この|時の調査結果について、一般の場合と比較しながら若千考察を加えて

みたい。

今まで英成湾では湾南奥部または中奥部でこのような現象が31年以来度々起

っているが、今年は未経験の鵜方浦を中心として起った特異的な場合であり、

その原因については特殊性を説明するのに充分な現象は認められていないが、

ともかく年々異常へい死の危険のある漁場が拡大されていることは事実であ

り、今年の場合もその一つの過程と解釈してよいだろうし、今までこのような

現象を見ない漁場と臨も、何時このような災害を招かないとは限らない。

鵜方j市から異常へい死の連絡があったのは 7月4日の夕刻であるが、立神i甫

では既に 6月28日に貝に奥常を認めているから、鵜方浦でも注意していればそ

の頃から異常が認められていたかも知れない。酸素量の減少はこの頃から湾口

に近い浜島、越賀j甫を含めて全域にわたっている。鵜方浦の酸素量分布は図 3

に示した。

0酸素最の牧支 海水中の酸素量は大体この時期では海水 1R中5mf以上溶

解しているのが普通である。海水中の酸素の収支は図 1のようになっていると

考えられる。駿素は主として空気中から溶けこみ、これを動植物が呼吸して炭

ZF. 気
G 

i怜腕。i主水jゃ積物内ングトン

;ハ動物(貝、魚)
〉有機物(主として動憶物の死がだもの、薬)

告 畢
硫化水素事海水中の硫黄化合物

図 1 海水中の酸素量収支
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酸ガスに変える。有機

物は酸素と結合し酸化

分解される。従って沿

岸或いは内湾では一般

に生物も多いL、当然

有機物も多いから沖合

よりも酸素消費が多い

ことになり、結果的に



沖合の水が交換することによっても酸素は補給される。長魚場などはこの典型

例である。勿論波が静かな場合より荒い方がとけこみ易い。た Y内湾では植物

プランクトンが酸素を放出するから多い場合もあるが、夜間は呼吸だけになる

から減少の原因となるO 普通の海ではこの補給と消費の釣合がとれているた

め、酸素量はほ Y一定の 5meliD'後の値となり殆ど変化しない。

ところが何らかの原因で酸素の補給が限害さわしたり、或いは消費が増大する

と、釣合が破れて急速に酸素量が減少し、生物は生きてゆけなくなる。この変

化はきわめて加速度的である。補給が阻害される原因としては一つは海水交換

の停滞であって、これは小汐や過密養殖いわゆる箆:績にも起因する。もう一つ

は雨が降って表面を淡水が覆い、空気中の酸素がとけこみにくい状態となった

図 2 調査地点

<dD~ 
場合である。雨水自体は豊富な駿素を含んでいるが、下の;irjjJ<.とは余りに比重

差が大きいため容易にまじり合わず、吏に海水交換が阻害された状態では益々

混合しにく与なり、深い陪への|喰素の給が停止する。

消費の増大は勿論生物が多いこと、更に生物が多ければ有機物も多いことが

原因している。この点からも密殖が酸素の補給面からも消費聞からも悪い影響

を与えていることがわかる。海底にt住積する有機物(海中に浮遊する粒子も含

む)の多い漁場では分解するための酸素消費も多いが、今まで無害の化合物に

分解していたものも、際素の減少によって色々な有害物質を生成するようにな

るO その代表的なものが硫化水素である。このような停滞状態になると細菌も
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増殖して、海水中に溶解している無害の硫黄化合物も硫化水素に変えてしま

う。硫化水素は一層酸素と結合し易いから益々酸素は減少し、遂に硫化水素の

勢力が強くなって貝の垂下層まで上昇してくる。単に酸素量の減少だけでも貝

ドよ窒息死するが、硫化水

F
U
ふ

F
A
d
 

E
占

nu--
C
ム

B
-

点

一
地

一A
千言

。深
さ

10 

図3 鵜方浦の酸素量分布

7月58
高潮

素は毒性が強いから貝は

ひとたまりもない。

0鵜方浦の経過鵜方

浦の酸素量;分布をみれば

(小汐6日) 明らかにこのようにして

へい死が起ったと考えら

れる。この時まで梅雨の

雨が降り続き表層は淡水

化している。

7月5日の状態は奥部

では 3m以深が 1me以一下

で次第に外へ向って低酸

習す 素水が流れ出始めている

へい死初期の状態であ

る。 7月7日にはが

急、に広い範囲に拡大して

212 いるo これが 9日、 12日

と更にJt範聞に底の部分

を覆う状態になり、 14日

にはこれが湾口へ向って

'貯状に流れ出しているが

底の大では 2me以上の所

も出現して来ている。

0潮汐との関係 この

状態を潮汐と関連して考

えてみると比較的その推

移が明らかになる。

同時期に水産試験場か

ら酸素量の観測を委託し

ている神明の場合(太田

7月7臼
低→高

7月14日
(大汐)

高→低

7月22日
(小汐)

(28日大汐)

A
せn

L
 



駒敏氏観測、この他英虞j容で 5カ所)を見ると、酸素量は図 4のように変化し

ている。すなわち小汐に入ると酸素量は段々減少し、それから3~4日目(小汐

6日→最低10日、 22日→25日)に最低値になり、深吊りの貝が被害を受けてい

る。その後大汐に向って増加回複する。すなわち酸素量一の増減は汐の干満によ

る海水交換量に支配されて変動している。そのrm吐iは既にのべたとおりであ

り、神明の場合、余り状態としてはひどくない一般的へい死漁場の酸素量の変

動である。

5 

4 

屯

l

n

u

酸
素
量
均

28 1 5 10 16 19 24 26 29 

6月 7月

図 4 神明浦の酸素霊の変動 (H) (底から 1れ)

これな鵜方浦の合と

比蚊してみると、まづへ

い死が小汐より前に既に

起っており、かなり 125cfい

状態であることがわか

るO 次に 7日にみられる

範囲の拡大で注目される

ことは、これがまだ小汐

のうちに起っていること

である。すなわち海水が

交換した Lめでなく、硫

化水素が独自に発散渉透

したことを示し、硫化水素発生量がきわめて多いことが示される。普通範囲が

拡大されるのは海水によって運搬されるためでらるから、その後急速に回復す

るが、この場合には後から後から補給されるわけであるから 9日、 12Llとも底

ではj皆、い範聞は拡大する一方となる。 15日は大汐であるからこの恐水が海水交

換により動かされ始めている。湾口に近い部分では上層は空気中から酸素が補

給されるし、)車からも硫化水素が発生しているわけではないから、千tl'状に中層
を流出することになる。小規模な硫化水素の発生の場合にはこの現象が大汐に

入る前に起り大汐によって完全回復するが、この状態では完全回復を期待する

ことがしいと推定される。このためここで調査を一旦打切り、水が落ちつ

く、すなわち最も忠くなる小汐の22日を狙って調査したのが図 3の下段であ

る。以前の状態と比較すれば好転はしているがまだ正常状態には程遠いこと

が示される。しかしこの状態ならば次の大汐によって完全に回復は期待できる

し、また事実次の大汐 (28日)には完全回復の状態態となった。この間約 1カ

月を要している。

0対 策 以上のことから言えることは、このような推移が潮汐と干密接に
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真珠雑感 E

実験の方法と 整 理

山 内 ~4 
万三

経験と勘の養殖法から科学的な養殖法が一般的となり、各所で大なりノj、なり

実験が行なわれていることと思います。

現在の養殖法を改良し合理化するために実験が必要なことはいうまでもあり

ませんが、実験の方法やその整理の方法が間違っている科学的に信頼出来ぬ結

果は、害になっても役にはたちませんO

科学的に信頼出来る実験には、相当の費用と時間が必要で大学や研究所のよ

うなところでなければ行なえないと考えられがちですが、決してそのようなこ

とはありません。その実験の方法や結果の整躍が正しければ、さほど費用や時

聞をかけなくても科学的に信頼出来る結果を出すことは出来ますし、逆に英大

な費用と時間をかけてみても、その方法と整理を間違うと信頼出来る結果は出

せません。

そこで、実験念行なう際の留意、点について、以下に述べてみることにしますむ

工実験の方法

例えば、挿核施術に用いる薬品の効果をみるには、 100個よりも 1000倒、

1000個よりも20001閣の貝を用い、しかも数度繰返さなければ本当の効果はわか

らないという人が案外多いのですが、その方法を間違うとどれほど大規模に実

験を行なっても信頼出来る結果は出ません。

そこてや必要なことは、科学的に欠点のない計画をたてることです。

莫珠が出来るまでには非常に多くの条件がそれに関係しておりますから、挿

核施術に用いる薬品効果をみる場合には、薬品群と対照、群について薬品を用い

たか用いないかということ以外の条件を総て両群同じにしなければなりませ

ん。これは分かりきったことなのですが、実際に行なわれた実験の方法をみる

と、他の条件も違っていることが案外に多いものです。
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薬品の効果を調べる場合には、同一経歴の母貝・ピース貝の使用、同一施術

者による同一日の施術、使用核やその挿入場所を一定にするなど、先ず挿核施

術について、薬品の使用有無以外の条件を同じにします。あまりに実験の貝数

を多くするとその施術に数日を要L薬品以外の影響が入ってきますし、一日で

終る場合でも薬品群を午前に施術し対照群を午後に施術するという方法も好ま

しくありません。挿核施術について行なわれた研究はないようですが、同じ人

でも一日中間じ条件で施術しているわけではなく、例えば 1時二間当りの挿核数

だけをみても 1日の労働時間の間で非常に変化しているものです。それならと

いって、逆に貝数をあまり少なくすることもまた好ましくありませし。 5~lO

個程度の良について調べたような実験もありますが、その結果は信頼出来ませ

んO 数については一応 i群50~100個程度を目標とすればよいと思います。

持核後の養生や養殖方法も勿論同じ条件で行なうようにします。

殖筏・養殖垂下層・ i控寒・貝掃除などをすべて同じ条件にして養殖するわけで

す。同じ殖筏で表摘する;場合でも、筏の内側と外側iとでは、真珠研究所の太

問所長がみておられるアコヤガイの糞量が異なるということからも、条件が同

じになりませんので、同一筏内での垂下場所も充分検討することが必要です。

このように書いて参りますと、そのような面倒なことけ、出来ないと忠われる

方がおられるかもしれませんが、実験を行なうからには科学的に信頼出来る結

果が得られるように、事前に充分検討してその実験方法の計画をたててから行

なうようにすべきです。

そういう意味から、今までに発表された研究報告を読まれると参考になる点

も多いと，思いますし、そのまま真似ることの出来る方法も多いと思います。

また、出来れば一応笑験方法の計画iをたて、それを研究機関の専門家の先生に

検討していただくようにするとよいと思います。

科学的に信頼出来ぬ実験が、費用と時間をかけて何の役にもたたぬというこ

とだけですめばよいのですが、場合によるとその信頼出来ぬ結果から変更した

養嬬方法がとんでもない害をもたらすこともあるだけに、この点は面倒なよう

でも出来るだけ慎重にしたいものです。

立 実験結果の整理

先の例では一定期間同じよう した員から真珠を採取して比較するわけ

ですが、勿論この場合にも同じ方法で比較しなければならないことはいうまで

もありません。そして、その結果け、出来るだけ数字であらはすようにします。
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キズが多いとか少ないとか、巻きがよいとか思いとかいうような結果のtI!し

方では、折角の実験が無駄になってしまうともいえます。

例えば、巻きの場合にはそれを重量とか直控という数字:であらわし、その結

果をグラフや表にしたり、平均値や標準偏去を出してこそ正しい比較が出来る

のです。

ところで、数字で比較してみると、薬品群の真珠層真珠のI:!J現王子tが60%に対

し対照群は50%だった。これから薬品の効果があるといえるかというと、そう

簡単に判断出来ない場合が多いのです。 60%と50%の間には109るという去があ

りますが、冥珠の数にすると 2、3個の差ということもあります。同じ実駄をも

う一度行なえば、 2、3個対照群に翼珠層摂説、が多く/:t¥る可能性も充分に考えら

れるわけです。

このようなことをいうと本当の実験など不可能になるかのようですが、その

対策として統計学から推測するのです。研究報告の中に χ2とか F、あるいは

1%の危険率で有意義な差が認められたというようなことが出てきますがそれ

がこの統計処担です。

この統計処班、のためには、統計学・推計学の知識が必要となり、なかなか

面倒になりますので、この段階には研究機関や学校の先生などの指導をお願い

するのがよいと思います。

E 結び

これからの養殖には研究が必要ということから、突i誌を行なわれる方が非常

に多くなっております。しかし、その方法や整Jll~の仕方ii~間違っていると、そ

の結果が役にたたないだけでなく、警になることも多いのです。

実験の方法やその整理法をマスターされた方がおられれば問題ありません

が、そうでない渇合にはその方i凶に委Lい方の助言を求めて笑駄を行ない、そ

の結果を実際面に役立てるようにしたいものです。

よくこの哀珠を比較してみてくれと依頼されることがありますが、 I布いてみ

ると母貝が違っていたり、挿核者や挿核行が違っていたり、養殖場所や養摘方

法が返っていたりすることが多くあり、ひどい場合には全然条件の違う根本的

に実験!こならない貝を5、6個ずつむいて、薬品の効果があるかどうかと聞かれ

ることもありますが、どのような大学者でもこのような比較は不可能です。わ

かりきったことを何を今さらといわれるかもしれませんが、案外このような例

は多いものです。
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最近真珠養殖用に多くの新しい資材や薬品が出ておりますが、それらの中に

は実験らしい実験を行なわず、さも効果があるように宣侍しているものもあり

ます。ですから、御自分で実験されない場合にでも、新しい資材や薬品、養殖

方法などを採用される場合には、それがどのような方法で実験されてどのよう

な結果が出ているのか、その結果がはたして科学的に信頼出来るものかどうか

を判断されることが必要となってきます。そのような時には以上述べてきた事

を思い出していただければと思います。

わかりきったことを例によってだらだら書いてしまいましたが、この一文が

御役にたてば幸いです。

関電

初
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対馬地区真珠技術研究会

9月初日午前10時より、対馬美津島町西海漁協会議室において研究会を開催

した。当日は講師として国研太問所長が出席され、また関係者も忙しい時期で

あったにもか Lわらず多数が出席し午後5時半照会糊に終了した。その概況は

次のとおり。

1.開会挨拶 斎藤組合長

2. 冥珠貝寄生虫防除、海水処理について

国研太田所長

平賀太寿雄

国研太田所長

平賀太寿雄

3. 密殖と滞、J;i)j老化対策

4. 質疑応答

質疑応答の概要

問塩水処理の際に使mする淡水は、海水が混入されだんだん比重が上り、

O. 009位までになることがあるが、その程度でも効果はあるか?

特 0.009では貝の間殻作用が完全に行われるかどうか、精心配である。

なるべく Oに近いものを使用することが大切である。そのためには時々取

り替えるべきだ。(太田)

問 寄生虫(ポリキーター)を駆除した母貝の使用は殊に影響しないか?

答塩水処理回復後使用しても良い。別に影響はない。(太田)

問 塩水処理の際、海水、塩水、淡水などの水揮し差があっても良いか。

答夏 期 (8月)高水温時や、冬期の低水温の時期はやらないようにして、そ

の他の時期では水温差は考えなくて良い。(太田)

問 母貝l'l-附荒している当年稚貝は塩水処王里の際、死ぬことはないか?

答称貝は温水処理に強く死ぬことはない。(太田)

間 ポリキーターの淡水に対する抵抗力はどうか?
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答; 淡水に対する抵抗力は弱く死ぬ場合もある。淡水と塩水処理との 2つで効

果が上る。(太田)

問 寄生虫貝(ポリキーター)を細胞貝として使用しても良いか?

答使用して良い。但し貝殻が黒変しているものは使用してはいけない。(太田)

塩水処琵後、ブジツボの附着が多い。塩水処理をしたころより反って勢

がよくなっている。①温水処混とプジツボ附清との関係 @処理と仕立と

の関係(期日)@珠の巻きとの関係などについて研究してほしい。

出席者(敬称略)

国 研 太田所長

川棚冥珠 中島 手手 語口紀彦 林田信一

佐藤翼珠 中村和夫

豊玉冥珠 原田雅次郎

原田真珠 原田邦夫

北村冥珠 斎藤昭一 島雄源市 阿比留敏 近藤熊義

柴原忠次 犬束 誠 平山芳夫 岡村伊勢五郎

島雄勇男 小田早市

犬東真珠 犬東清吉

山本実珠 山本博之 古藤定一

大洋冥珠 有近重彦 中村俊之助 浦瀬情茂 黒岩 清

神宮 修 竹本哲夫 法村重美 鶴岡利男

河下 守L 佐伯 'Ff 阿比関利光 増田

菅野聖二

古藤烹珠 古藤嘉吉

同崎真珠 戸村剛郎 犬束手T!幸 朝奈部 'A 

酒井莫珠 酒井畏賦

印東真珠 印東照正

平井真珠 平井敬志

幾度真珠 幾度保美

大山真珠 大山重光 下島 実

国分冥珠 国分弘道

話藤哀珠 斎藤滋夫 浜口百々 ご[二 坂本一吉 小川道弘

橘 悟常 小島春市 τt， )11 要 前回明二

:>f-jn有珠 平井光幸
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島雄冥珠 島雄敏夫

小田真珠 小田禰助 小田 小田福一 小宮 近

小田 小田政美 中尾 隆A

白井冥珠 白井 甫

山川真珠 山川三千夫

犬東莫珠 犬末長太郎

長崎真珠 西本 分良

犬東冥珠 犬東{義太郎

黒岩;t'il;珠 黒岩竹次郎 高尾健二

西海真珠 黒岩知助 高島健一 鶴岡一郎

松村友未

浜口~珠 波内雅見 波多野重敬

原田真珠 原田弘実

平江真珠 平江光夫

大和冥珠 畏町忠一

酒井真珠 酒井義計

西村真珠 国分和三郎

浜崎真珠 浜崎昭義

梅野真珠 梅野節夫

釜地真珠 釜地博文

母貝業者 豊田茂作 犬東嘉美 藤島次男
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j漁場めぐり j

七尾湾開発真珠養殖試験について

石川県のじ 引続き本年も石川県の委託により

きを行った。試験の内容及び、試験むき

の結果については次のとおりである。

1. 試験養殖位置 別問のとおり

2. 

基地(~民間)

不筏 10台

南海(佐波)

竹筏 16台

市山(須曽)

竹筏 32台

北湾(穴水)

竹 8合

~ti立(悶)

竹筏 8会

子十二茂 5 

J口̂" ~口S 日iど{ 竹木i筏支
15台

併合

3. 

(210，000貝)

① 3 ijcもの

76，000貝

38年 9~10月挿核(英ゴ湾)

39年 6月 七尾湾、越冬(三重県)

40，*，6月 七尾湾へ

mr核18-21 2ケ入

佐 j丸一…25，000貝

須円……51，000民
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6. 今後の計画

12月中匂全部浜揚げして当会の真珠入札会において販売した後、試験養殖

の収支と共に詳細な報告を行う予定である。

7. :':考察

1) 育成中の哀珠貝艶死率は、三重県漁場に比べ極めて低い。

2) ポリキーターの寄生率も低く、回復しているものが相当認められた。

3) 真珠貝の汚染は昨年に比べ多く、貝掃除を 2回行った。(昨年 1回)。

4) 真珠の色については、ピンク系または白系統で昨年同様良好である。

5) 真珠の巻きについては、そのスピードは遅いようである。

商品真珠としての厚さは 5-7ミリでは 2年を要し、当年揚げとしては

4、5月挿肢の 4ミリ以下が可能と考えられる。

6) 適合したサイズの選定、季節的な吊下げ水深など今後更に研究すべき事

項は多い。

この試験実施について全面的に御協力下さっている、株式会社山勝冥珠に対

し紙上より深く感謝いたします。

ハ
bn〈)

薬



編 集 f表 記

お千/ci;:- 4巻、第 3 :Ju送りいfこ

しますo

VープンもJ長引主WJに入り多忙なiiI:r I ~を j去っていることと思い

ます。

今日は三重大氏より、

杭していただきました。こ

的にĵ'iててみてはどうでしょうかつ

OTZ]ik養子Il~の方は一応 ν ーズン、オフとなり泊、以7;があいていますが

米年の;夏にそなえ主地についてだけでも、!忌久苦の方法を村1):じ

てみて下さい。刊行路地区て'ii、大分、行なわれているようです。

欠号l士、 'l;~.~_L の青木氏の論文言ど J~rーとして発行する

す。今後も皆様の御協力をお願いいたします。
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